
事業名 ハンドメイド体験プロジェクト  
 

団体名 ハンドメイドサークル古民家 代表者名 馬場 はるみ 

事業実施総額 ５０７，４５６円 補助金額 ４５０，０００円 

事業実施日 
（または期間） 

令和２年７月～３年２月の８か月間 
毎週木・金・土曜日開催全９６回 事業実施場所 桂温泉隣の古民家 

事業概要・成果等 

事業の趣旨 ものづくりを通して高齢者のいきがいづくりと居場所づくり、若者との世代間交流をつくる。 

活動の実施状況 ［参加者］裂き織体験:４３名、小物づくり２５名、来所者延べ４４名、計１１２名 
［実施内容］裂き織体験、こぎんざし、小物づくり、アクセサリー作り等のハンドメイド体験 

事業のＰＲ方法 ［期間］令和２年７月～令和３年２月の８か月間 
［方法］毎月広報にイベントを掲載、イベントチラシは温泉施設内に毎月配布。８月には市役所・図書館・温泉施設・公共施設等
においてもらい、９月には各小学校４年生以上にチラシ配布。 

事業の検証 ［市民への波及効果］ 
裂き織体験が三沢市内で出来ることを皆さんに喜んでいただきました。体験しようと思えば十和田・八戸まで出かけることは大変
なことで「あきらめていた」ということでした。またこの古民家で話ができること、誰かに会えること。一人で家にいるよりつい
でに立ち寄ることも、定期的に来ることも自由に立ち寄れることが良いとの意見があります。 
［良かった点］ 
出前講座に一校のみでしたが、参加いただいたことは、大変うれしかったことです。 
［悪かった点］ 
新型コロナウイルス感染症拡大の対策は実施していましたが、集客ができなかったことは反省です。 
［改善点］ 
売り上げ増加には、毎月開催のイベントを充実させること、新しい企画を提供すること、作家さんを多く集めて種類を増やすこと
が必要と考えます。 
［参加者の意見］ 
この工房は、ほっと一息つける癒しの場所、との意見もあります。また他県から転入された方は、伝統工芸を知る機会になると言
われます。 
［団体構成員間での事業に対する意識の共有］ 
共有はできていると思いますが、ボランティアでの参加なので負担をかけています。 

今後の展開  多くの作家さんに参加していただき作品や体験の種類を増やしていきたいと思います。また、外に向けての情報発信に力を入
れたいと思います。ホームページを見て来る方も多くなりました。 

事業の様子  


